
　『
7
月
7
日
は
”川
の
日
“
で
す
。
』

こ
れ
は
、
七
夕
伝
説
の
「
天
の
川
」

の
イ
メ
ー
ジ
や
季
節
的
に
水
に
親
し

み
や
す
い
こ
と
か
ら
定
め
ら
れ
ま
し

た
。
人
と
川
と
の
豊
か
な
ふ
れ
あ
い

に
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、
も
う
一
度
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し
、
き

れ
い
な
川
を
守
り
ま
し
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う
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7月7日は

“川の日”

です

川
は
私
た
ち
の
財
産
』

大

切

な

川

を

守

り

ま

し

ょ

う

！

鬼怒川（久保田栄橋付近）の風景

【政策分野別主な取組一覧】

小山市・結城市情報交換会を開催

問 市企画政策課｜  34-0404

鬼
怒
川
の
水
質
測
定
結
果
を

　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ
し
ま
す

結
城
市
の
北
東
か
ら
南
東
を
流
れ
る
鬼
怒
川
。

こ
の
流
れ
は
、
日
光
市
に
源
を
発
し
、
県
南
部
の

守
谷
市
で
利
根
川
に
合
流
し
ま
す
。
鬼
怒
川
に
は

多
く
の
生
き
物
が
生
息
し
て
お
り
、
水
質
状
況
で

は
、
き
れ
い
な
川
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
年
2
回
夏
と
冬
に
鬼
怒
川
の
水
質
測

定
を
行
っ
て
い
ま
す
。
下
表
は
久
保
田
栄
橋
付
近

に
お
け
る
鬼
怒
川
の
※
B
O
D
測
定
値
（
平
成
21

年
度
・
平
成
24
年
度
・
平
成
27
年
度
・
平
成
30
年

度
）
を
表
し
た
も
の
で
す
。

こ
れ
を
見
る
と
、
夏
は
全
て
の
年
度
で
環
境
基

準
を
下
回
っ
て
お
り
、
冬
は
平
成
24
年
度
に
環
境

基
準
を
超
え
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
は
下
回
っ

て
い
ま
す
。
県
の
調
べ
に
よ
る
と
、
川
の
汚
れ
の

主
な
原
因
は
家
庭
か
ら
流
れ
る
生
活
排
水
が
5
割

を
占
め
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

河
川
は
私
た
ち
の
共
有
財
産
で
す
。
私
た
ち
の

大
切
な
こ
の
川
を
い
つ
ま
で
も
き
れ
い
に
保
つ
た

め
に
、
公
共
下
水
道
へ
の
加
入
や
合
併
処
理
浄
化

槽
の
設
置
な
ど
生
活
排
水
対
策
に
ご
協
力
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
日
常
生
活
に
お
い
て
水
を
汚
さ
な

い
工
夫
を
す
る
こ
と
で
、
大
き
な
効
果
が
あ
り
ま

す
の
で
、
実
践
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
河
川
に
ご
み

を
捨
て
る
の
も
汚
染
の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

問
市生活環境課
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夏

冬

mg/
（広域公害調査研究会　鬼怒川共同水質調査結果より）

●
調
味
料
や
油
の
付
い
た
食
器
な

ど
は
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
で
拭
き

取
っ
て
か
ら
洗
い
ま
し
ょ
う
。

●
食
用
油
は
流
さ
ず
、
凝
固
材
で

固
め
た
り
、
新
聞
な
ど
に
吸
わ

せ
て
捨
て
ま
し
ょ
う
。

●
米
の
と
ぎ
汁
は
養
分
が
あ
る
の

で
、
植
木
の
水
や
り
に
利
用
し

ま
し
ょ
う
。

●
生
ゴ
ミ
は
三
角
コ
ー
ナ
ー
に
入

れ
て
、
細
か
い
ゴ
ミ
を
流
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
洗
剤
や
シ
ャ
ン
プ
ー
は
適
量
を

使
い
ま
し
ょ
う
。

★
私
た
ち
に
で
き
る

　
　
　
　  

「
水
質
浄
化
」

※用語説明
○BOD（生物化学的酸素要求量、Bio Chemical Oxygen Demand）………水中の有機物が微生物により分解されるとき

に必要な酸素の量。一般にBODの数値が大きいほど水が汚れていることを意味します。
○環境基準………人の健康を保護し、生活環境を保全する上で維持されることが望ましい基準として、国が定めた基準。

水質のほかに大気、土壌、騒音の環境基準があります。

本
市
と
小
山
市
は
、
歴
史
的
に
も
深

い
つ
な
が
り
が
あ
り
、
市
民
生
活
や
地

域
経
済
も
密
接
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
を
基
に
、
友
好
都
市
の
盟
約

（
平
成
26
年
10
月
2
日
）
を
結
び
、
今

年
で
5
年
目
と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
小
山
市
、
下
野
市
、
野
木

町
と
の
3
市
1
町
で
、
「
定
住
自
立
圏

の
形
成
に
関
す
る
協
定
」
（
平
成
28
年

4
月
7
日
）
を
締
結
し
、
両
市
で
は
、

こ
れ
ら
の
広
域
連
携
を
積
極
的
に
活
用

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
連
携
事
業
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
11
月
に
友
好
都
市
盟
約

5
周
年
記
念
事
業
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
4
月
か
ら
職
員
の
人
事
交

流
も
ス
タ
ー
ト
し
、
両
市
の
友
好
関
係

が
発
展
し
て
い
く
よ
う
新
し
い
取
り
組

み
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

5
月
21
日
、
小
山
市
役
所
に

お
い
て
、
令
和
元
年
度
第
1
回

小
山
市
・
結
城
市
情
報
交
換
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
両
市
の

市
長
を
は
じ
め
執
行
部
27
人
が

出
席
し
、
各
政
策
分
野
に
基
づ

く
連
携
事
業
に
つ
い
て
、
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

連携事業 政策分野 情報交換会で報告・提案された事業

友好都市

企画・行政・生活
盟約記念事業、交通安全啓蒙活動の推進、

2市間の情報共有、収納率向上のための相互協力

経 済 土地改良事業、田んぼアート、農業関係連絡会の設置、農業者相互交流など

建 設 ・ 水 道 鬼怒川と田川の合流部における水門・堤防の整備

教 育 青少年非行防止・巡回パトロール

定住自立圏

生 活 機 能の強 化

ワーク・ライフ・バランスの推進、本場結城紬を活用した観光振興、農畜産物

の6次産業化と輸出に関する連携・推進、畜産防疫情報の交換・連携、地域医

療連携体制の充実強化、子育て支援体制の充実、病児保育事業の連携、生涯学

習を通じた交流推進、文化施設・社会教育施設などの相互利用、スポーツ施設

共同利用のネットワークの構築、図書館ネットワークの構築推進、大規模災害

における相互協力、消防体制の連携強化、水道災害時相互応援活動の推進など

結 び つ き や
ネットワークの強化

情報の共有などによる業務改善・情報発信力の強化、圏域内交流イベントの開

催、婚活事業の連携・推進、市民活動の交流促進連携事業の実施など

圏域マネジメント
能 力 の 強 化 圏域内職員の人事交流（4月より実施）など

まゆげった

友好都市盟約

5周年った〜！

これからも小山市と

協力するった。
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